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タイトル

ディジタル信号処理の基礎理論である Shannon のサンプリング定理は，もとのアナログ信号がサンプリン
グ周波数の半分以下の周波数に完全帯域制限されていると仮定している．しかし現実にはその仮定は成り立
たない場合が多い．一方，ディジタル制御理論（サンプル値制御理論）を用いることにより，その仮定を取
り除くことが可能である．本出展では，このディジタル制御理論を用いた新しい信号処理方式により，単一
音からの楽音合成が可能となることを示す．特に，新理論による分数次フィルタを用いることにより，単一
音からの様々な音高変換を行ない，メロディーを生成することが可能となることを示す．

ディジタル制御理論にもとづく弦楽器の音程シフト結果（青線：ギターのＡ音，赤線：処理後のＥ音）

Musical Instruments by control theory - Digital processing of instruments taking account of analog
characteristics

概要
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制御理論で楽器をつくるー楽器のアナログ特性にもとづくディジタル処理
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サンプル値制御理論にもとづく圧縮音源（ＭＰ３など）の再生システム（ＬＳＩ）が三洋電機との共同開発
で商品化されており，オーディオファンの間で「ＹＹフィルタ」と呼ばれ，人気を博している（現在までに
約１６００万石以上が出荷されている）．また，京都ディジタルアーカイブ研究センターにおけるＳＰレ
コードからの音源のノイズ除去と音質改善にも同技術が使われている．
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